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ンジェの『フランスロマン主義における幻想誇Jl (190のである 2）。 ノレタンジェは同書
において、ノディエを、 フランスで幻想文学を広めることに貢献した、幻想文学史に
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おける先駆的な宿主として評価した 3）。 その後、 幻想文学研究は発展してゆくが、そ
の流れの中で、ノディエの言軒面は確実なものとなったO ヒ















を合わせた、 形式 ・ 構造を重視した定義である。 その後、 カステックスの定義は、





ある。 しかし、 これらを重視した結果、 作品の思想的な側面が見えづらくなってい







ていた。思想に注目する動きは、2010年のロザリーヌ ・ ド ・ ヴィルヌ ーヴの研究に見
られるように、近年注目を集めつつある 8）。 ヴィルヌ ー ヴは、 ノディエの諸作品の物
語内容から思想を読み取り、スピリチュアリスムなど、 同5寺代の思想潮流との一致点
を示している。 とはし 1え、実証的な作品分析が課題として残っているO そこで、将高
では、 作品分析を通してノディエの思想を捉えることを試みる。
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事実、 ミリアム ・ S ・ アムナシャンが述べているように、 収録された各作品には 「漠
としたメランコリックな雰囲気Jが漂う 9）。 これは、標題の 「悲しき人々(Les Tristes)J 





版された 19 世紀初頭の文学について、 ベニシューは、 主にスタ ール夫人を取り上げ
ながら、 詩作の重要な源泉として「メランコリーJがあったことを強調している 10）。
実際、 スタ ール夫人は、 『文学について』で、 「我々のE寿司えにおいては、 メランコリー
(melanco五e）が才能の真の霊感源である 11) Jと述べている。
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『悲しき人々』に収録された作品は、 「激しやすく病的な（impe知euse et malade )J想
像力の産物だとしづ。 その想像力が、 「深い悲しみに陥れるような考えjを集めたこ
とでできあがったのが、 この儲肩小説集とされる。 したがって、 ノディエの創作の源







のまま表現したものである均。 このように、彼は、 メランコリ ーを源泉として、 病ん
だ感情の荒々しい動きをあるがままに描き出す作品を構想していた。
ここで、 人間の生の感情を表現するために、 ノディエが用いた「設定jに注目して






若者は、 生前「深いメランコリ ー（une melancolie profonde )J；を感じさせる柁貌だ
、
った





てあり、 これを出版しようなどという意図は少しも見えない」と記している 18）。 加え
て、 本作を「手稿（manuscrit)Jと指摘し、 「下書き（ebauche)Jとも考えられるものだ
と述べている 19)0 ヴァンサン ・ レズネーは、 「覚書矢印blette)Jという形式が、 「思考




とは「道を違えたものJとして対置している 21）。 良き趣味を備えた作品とは、 「知性
と理性」で整えられて、読者が「高貴で味わい尽くせないような喜びを甘美に楽しむj
ように創られた作品だとし 1う 22）。 これは、 『悲しき人々』のような、 感情的で無税芋
に書かれたもの、 そして自殺者という現実の一人の人間の苦悩を鮮明に措くことを試











































(p. I8)J o 彼女は悲しみのあまり泣き明かしたような腫れた自をしているが、その外
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ったO このように、 「 新ウェルテリーJにおけるメランコリー
は、叶わぬ恋に対するシュザンヌの苦しみとして表現されている。
2作呂の 「オーベレムの庭」 では、 病んだ精神を抱える主人公の末路が描かれてい
る。 彼は、 オーベレムという村に行き着き、 そこで、 ある農夫の妻に話しかける。 こ
の男性は、 「私は心が張り裂けそうな状態だと感じている刊と述べており、 「 新ウェ
ルテリーJのシュザンヌと同様に、 「，t'(Ie C白ur）」 に閣を抱えていることが分かる。
彼の様子は 「かき乱されているかのようjで、 「 目には涙が溢れjて 「血のように赤








主人公は旅の疲れを癒やすために、 ある人気の無い家で一休みする。 そして、 農夫
の妻から、 この家の前の持ち主がリュシノレという女性だと明かされる。 リュシノレはも
う亡くなっていた。彼女は、自身の庭に 「愛によって死に歪った不幸な若者の思い出J













そして、 物語は、 主人公が 自殺を図ったことを示唆する言葉で幕を閉じる。 彼は、
農夫の妻に 「この辺りに急流はあるのですか(p. 30)Jと尋ねる。 そして、 彼女に 「 自
分の旅は、急流の水が足下に来て、そこで、送っているときに終わるのです(p. 31）」 と、




こうした不幸な結末は、 J 11までの道中、 ある鳥の声によっても示されているO その
鳥は 「慕抜cimetiiと：re）の鳥」であり、「不吉な出来事（aventure funeste )Jを知らせる(p. 39）。
この鳥の鳴き声を、 主人公は 「森の中にいる女性のうめき声のような不吉な（sinistre)
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に向かってし 1く。 f新ウェノレテヲ ーjでは、メランコリーの原因として愛の苦しみが
描かれていたが、本作では、メランコリーの結果として死が描かれている。 そして、
3作目は、これら 2作品を統合するものとして読むことができる。
3 作自の 「湖岸の墓jでは、1 作自のように、叶わぬ恋によってメランコリーが生
まれているが、同時に、2作目と同じく、苦悩の結末として死が待ち受けていること
が示されている。 物語は、主人公アノレベールが花飾りを手にした少女たちと出会うこ
とから始まる。 少女たちは、 「喪の印のように乱れた髪 32りをしていた。 そして、彼
女らは、自分たちが持っている花は 「血塗られたヒアシンスjで、 「湖岸の側のお墓J
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(p. 52)J、 「もうよく分かったよD 全て知っている(p. 51）」と告白する。そして彼は、
死んだ
、
少女の名前がエ レオノ ールであることも明かす(p. 54）。そして、花を持ってい
た少女は、 エ レオノ ーノレが 「アルベール、 なぜ私をだましたので、す(pourquoi m ’as欄加
佐ompee ?)Jと叫んでいたことを彼に告げるが、それを聞いた彼は、〈〈柱。mper»という








いたときに、彼女は 「青ざめてふらついて(palir et chanceler）」いたが、その話を聞いた


















ので、あったO その結果、彼は愛おしいエ レオノ ールの墓から 「微動だにせずj、生気
を感じさせないように 「冷たく 33)Jなって 「横たわってjいたのである。彼の口はも
う開くこともなく その 「自Jも 「永遠に」閉じられたままである。彼は、 fまるで











を念頭に、 「1 時」を読み解き、 ノデイエの創作の源泉といえる重要な思想を浮かび
上がらせたい。
4. メランコリ ー とイデアリスムの思想、
「ia寺Jの物語は、夜 11時の散歩を習慣にしていた語り手 「私jが、ある日夜中の
1 時に出かけたことで、青年に会うことから始まる。 その青年は、2年ほど前に、 恋
人オクタヴィを亡くしたことで、心を病んで、いた。 青年はオクタヴィと再会すること
を心待ちにして生きていた。 彼女の死からl年が経った夜、ついに青年は待ち焦がれ







かっていた。 そのとき、時刻は夜中の 1 時で、あったO しかし、この1時を知らせる鐘
の晋は、まるでこれから彼に降りかかる不幸を予告するかのような、 「不吉な(lu伊bre)
鐘の音 34)J である。そして、その鐘の音が、空気をf死の交響曲（une symphonie de mort)J 









僕を深く悲しい気分にさせた。 そのとき、l時が鳴ったO もし、鐘の舌が そこを
打っても、この鐘の音のとどろきほど乱暴に僕を苦しめないだろう。なぜこの時
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オクタヴィが亡くなった夜にも耳にした鐘の音は、 未だに 「とどろき」 のように 「乱
暴にJ青年を苦しめている。「そこ(1めJとは、青年の心を指すと考えられる。彼の苦





























































































しかし、 「星Jを発見した夜から、彼の望みが変化する。 青年は 「もし彼女が来な




























なく、 「驚異的な出来事j の中に真実を見通す青年の姿を捉えている。 f君（青年）が
発見したものいつまり「犀j の世界は、高い価値のあるもので、それに比べるとf地

































































































表現していた。しかし、 それは単なる恋のテーマで、はない。 九時jを通じて、 メラ
ンコリ ーは、崇高な理想世界を志向する理想主義の思想、に発展していた。
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1 ) « Une Heure, ou la Vision», Les Tristes, ou melanges tires des tablettes d'un suicide [ sans 
nom d'auteur], publies p訂 Charles Nodier, Demonvilleラ1806,pp.55蜘76.（以下、 間短篇集を
Les Tト·istes と記す。）
2) ルタンジェは、 同書を18 世紀と19 世紀の世界文学における幻想文学について
の研究の一端となるものだと述べているが、 「自分が知る限り、 この主題の研究はな
いjと主張しており、幻想に注目した総括的な研究として初めての試みであることを
強調している。(Joseph Hieronim Retinger, Le Conte fantastique dans le romantisme斤-anr;αis,
Bernard Grasset, 1909, p. 5.) 
3) ルタンジェは、 ノディエが「忘れられた作家jだと述べていた。 しかし、 フラ
ンスロマン主義について論じたゲーオア ・ プランデスが、 ノディエを「この時代のフ
ランス文学において、最も幻想的な作家Jと評したことに注目し、 幻想文学研究の中
で、ノディエの再百軒苗を試みたので、あるO ノレタンジェは、原著者をG.Brand«と»s とし、
出版年を190« 0 »年と記していたが、正しくは、 それぞれG.Brand« e »s、190« 2 »で、あ
る。 （Ibid.ラ p.58.) (Georg Brandes, L 'Ecole romantique en France, ouvrage国制限la ge “ition allemande par Arthur Topin, precede d’une introd. par Victor Basch, H. Barsdorf, A. 
Michalon, 1902, p. 44.) 
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Ga血mard,2004, p. 1561. 
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諸民族のメランコリー は、 魂の苦しみ、感性が宿主の中に見出させる空虚、 そして生
きることの苦しみから死という未知なる世界へと誘うような思考 を止めない夢想、 こ
れらのものから霊感を得ているものである。 J （必id, t. I, p. 294-295.) スタール夫人の
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とする。 ギリシア人、 ロ ーマ入、 イタリア人、 スペイン入、 そしてルイ 14 世の百軒t
のフランス人は、 私がi有の文学と呼ぶジャンルに属している。 イギリス、 そしてドイ
ツの作品、 デ
、
ンマーク人やスウェ ー デン人のいくつかの著作は、 北の文学、 つまり、
スコットランドの2信遊詩人、 アイルランドの説話、 スカンディナピアの詩によって始
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トランドの短編」と副題を添えている。（« Sommaire Biographique »，ゐns Charles N odier ラ
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1 2) Jean雌Anto担eGleiz，とs,« Dedicace », dans Les Nuits elyseennes, P. Didot, 1801, p. V. 
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また、 ベニ シュ ーは、スター ル夫人と同様に コ ンスタンもメラン コ リ ーを言新乍の源泉
とした作家として挙げていた。 (Benjamin Constant, AdofJフ，he : anecdote trouvee dans !es 
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2 3) Ibid., p. 9. 
2 4) Ibid., p. 7. 
2 5) こうした試みは、 セナンク ー ルのfオーベ ノレマン』を喚起させる。 『オーベ




「 作品（ouvrage）」 ではないことを予告しておくこと、 さらには、 「理性が備わった
かαisonnable)J 書物でもないことを予告しておくことである」と述べている。この言葉
は、 ノディエが、 『悲しき人々』 について、 人の手を加えていない 「野生の果実」あ
るいは 「下書きJのような、 「出版する意図がある」作品とは呼びがたいものであり、
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ズの『エリュシオン夜話Jと並んでセナン ク ー ノレのfオ ーベノレマン 』もまた同属の作
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2 7) ヴイ ノレヌ ー ヴも指摘しているように、 「1釘蓋院の膜想Jの出版年は未だ定か
ではな い。これまで、 の研究においては、 間作品は1803年に 『ザルツブルグの酒家』
とともに出版されたと考えられていた。現に、ノディエの全集（1832年、 第2 巻）など
では、 「修道院の膜想Jという標題の下部に、«1803 » と記載されている。しかし、
ベニシュ ー は、 「間作は1803年に書かれていたかもし れな い が、 出版された のは『悲
しき人々』が最初」だと述べている。確かに彼の指摘を裏付けるように、フランス
立図書館に所蔵 されている 『ザルツブルグの画家J (1803） に は、 「修道院の棋想、j は
収録されていなし＼とは いえ、ノディエが亡くなった1844年に発行された、 彼の著
作目録な らびに蔵書目録では、1803年の項目に、«Le Peintre de Sαltzbourg,joumal des 
emotions d'un cceur souffeant, suivi des Meditations du cloitre, Blar材組〉〉と記されているた
め、 r�厳重院の膜想、」が1803年に出版された可能性は残されている。未だ定説がな
いため、 本稿では従来説に則り、 同作は1803年のテクストとしておきた い。(Paul
Be凶chou, L 'Ecole du desenchantement, op.cit., p. 1515.) (Rosel戸1ede Villeneuve, op.cit., p. 
443.) 
2 8) この5 作のうち、 「新ウェルテリ ー J （「領主の名付け娘j と改題）、 「湖
岸の墓j、 r1 a色、 fサンシェット、 また はキョウチク トウJの4 作は『シヤノレノレ ・
ノディエ全集J (1832） の第3巻 に再録されている。 （Charles Nodier，αuvres completes de 
Charles Nodier.ラt. ill, Renduel, 1832.） なお、全集版では、初版に比べて単語などの締か
い変更が晃受け られる。ノディエ研究において頻繁に参照される ピエー ル＝ ジョノレ
ジュ ・ カステックス販の『ノディエの短編集J (1861） では、 「新ウェノレテリ ー Jと「l
時Jの2 作が収録されている が、同版に収録されている のは、1806年の初版のテクス
トではなく、1832年の全集のテクストである。本稿では、初期の思想を考察する意図
があるため、 1806年のテクストをコ ーパスとして採用した。
2 9) « La Nouvelle Wertherie », dansLes T均的ラ p. 15. （以下、引用にあたっては、 ペー
ジ数を本文中に丸括弧にて示す。）
3 0 ) « Les jardins d ’Oberheim », dans Les Tristes, p. 29. （以下、引用にあたっては、
ページ数を本文中に丸括弧にて示す。）
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憂うっとイデアリスム ーシャルル ・ ノデイエの？悲しき人々jをめぐって一
3 1) 初期のノディエは、『若きウェノレテノレの悩みJから多大な影響を受けていた。
これはりュシノレが建てたというウェルテノレの慕のほか、一つ自の短編の表題 「新ウェ
ノレテリ －－－cwertherie) Jからも窺える。 後にサントココブー ヴは、ノデイエにおけるメラ




十代前半のとき、 「 いつも 『ウェルテルの悩み』を持ち歩いていたj と親友ウェイス
への手紙に綴っているO 彼のこの作品に対する尊敬の念は深いもので、あった。(Jean
Larat, op.cit., pp. 53 et 102.) (Correspondance inedite de Charles Nodier 1796-1844, pub出e
p ぽ Alexandre Estignぽd, Moniteur 田riversel,1876, p. 3.) 
3 2 ) « Le tombeau des gと：ves du lac», dansLes Tristes, p. 43. （以下、引用にあたっては、
ページ数を本文中に丸括弧にて示す。）
3 3) 『シャルノレ・ ノディエ全集』 (1832）に再収録されたテクストでは、 「冷た
してお幼Jは削除されている。




の指摘と重なる場面である。。住iam S. Hamenachem, op.cit., p. 109.) 
3 6) この描写は、『オーベルマン』の以下の文章を喚起させる。 「月は変わって、
1年は続いてし 1 く。全てはいたずらに入れ替わってし 1 く。だが私は同じままだJ(Etienne 
de Senancour，《Let仕e LXXV»，ゐns Oberman, op.cit., p. 221.) 
3 7) Miriam S. Hamenachem, op.cit., p. 59. 
3 8) 注目したいのは、この語り手の称揚が、幻想文学の定義と呼応しているとい
うことである。 語り手が用いた 「驚異（meiveilles) Jとしづ言葉は、幻想文学研究にお
いて、幻想作品の一つの形式とされている。加えて、トドロフは、現実に生きる者が、
非現実的な出来事に直面したとき、彼らはその出来事を 「怪しむ（se demande )Jが、そ
の「ためらし＼（1’hesi胞，tion)Jの感清が幻想文学の第一条件だと述べている。 ただし、 ト
ドロフが述べるのは主人公、あるいは読者のためらいであるが、語り手が述べたよう
に常人を 「驚かせること（qui font etonnement)Jとし 1 う表現もまた、 トドロブの幻想の
定義に対応しているかのようにも考えられる。 以上のようなことから、この語り手の





(Tzvetan Todorov, op.cit., pp. 28, 29 et 36.) 
3 9) ここでもまた、幻想小説と解釈 できる要素がある。 それは、「地上j の 現実
の世界と 「星Jという天上の世界と、二つの世界が対置されていることである。 星の
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4 0) とりわけ、 『パイドン、魂の不死についてJやfパイドロス、美についてJ
などで展開される思想、である。
4 1) この言葉は、 ノディエの作品全般について、現実とは異なる理想世界を求め
るf理想主義（idealisme)Jがあるとするヴィルヌ ーヴの指摘に基づくo (Roselyne de 
Villeneuve, op.cit., p. 656.) 
4 2）《Sanche杖e, ou le Laurier rose »，必nsLes Trおtes,p. 79. （以下、引用にあたっては、
ページ数を本文中に丸括弧にて示す。）
4 3) ノディエは、13歳の頃から博物学者のジュスタン ・ ジロ＝シャントランに学
んでおり、植物や昆虫についての知識が豊富で、あったO しばしば、 ノディエの作品に
は植物学者を思わせる描写があると指摘されている。（Charles Nodier, Contes de Nodier, 
op.cit., p. 16.) (Antoine Ma伊ig, Charles Nodier m仰raliste : ses cewグes d ちistoire nature/le 
publiees et inedites, A. Henn翻ラ 1911, p. 159.) 
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